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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
　

＜連絡事項＞

· 上平スタッフ、6月5日から7月7日までローテーション研修に入るため通所勤務が不在になります。また、その他の新人スタッフも外来・通所の研修に入ってきます。（木・金のAMは外来、月・火・水と木・金のPMは通所にはいる）

· 電算化委員会からの、火曜日の業務伝達事項（個々にWIZスケジュール登録をする）の作業確認。

· 通所納涼会の内容アンケートについて（中居スタッフから）

　　

＜外来情報＞

· 村田　昭一様～血圧高めで経過。身体的に自覚はないが、引き続き来所の際には血圧測定と身体の　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　確認を実施継続。

· 横町　浩様～短い診察時間。調子は変わりない様子。

· 田澤　勝敏様～鹿内内科受診予定。本人より「マスクをしていても風邪をひいてしまう」との訴え
　　　　　　　あり医師からはマスクの汚れはないですか？と尋ねられている。

· 田名部　一樹様～眠剤がもとにもどってからは、良く休めている様子。

· 関　秀治様～尿もれが気になっており、トイレに間に合わない事もあると話す。←水分量の調整か　　

　　　　　　　　ら始めましょうとアドバイスある。

· 大釜　久直様～戦争の話をしている。2週間に1回は八戸赤十字病院精神科外来に行っていると話
　　　　　　　している。

· 関口　禅様～口臭や体臭が気になると言う、自己臭症？下半身や特に陰部からの臭いが気になると　　　

　　　　　　　　話し、診察スタッフにかんでみてと話す。←気にしないこととアドバイスある。

＜利用者情報＞

· 向山　忠義様～（現在東病棟へ入院中）胃ろう術について家族に話ある。

· 五日市　公様～6月6日、青風荘に入所予定。

· 秋山　和子様～水曜日の受診後、通所スタッフに｢先生に何か言った｣と話してくる事がある。外来　　　　

　　　　　　　　で先生にどうなのと言われると、怖くて（入院？）不安になると話す。　　

　

＜事例検討・青風事例＞

　中村　与一郎様　30歳　統合失調症　青風荘入所者

　　　デイプログラムやナイトプログラムの利用についてと意見交換をすすめる。

　　デイケア利用のメリット

1 ほぼ同じ年代のメンバーが多い。

2 リハビリ効果がデイナイトに比べると高い。

　　デイケア利用のデメリット

1 メンバーについていけない、不安が生じる。（おかれている環境などの違い、自宅から通っているメンバー）

　　デイナイトケアのメリット

1 メンバーを引っ張っていく役割ができる。

　　デイナイトケアのデメリット

1 同年代がいない、目標を持ちづらい

2 話題が合わず、交流が限られる

上記の他にスタッフから全体的なことで、意見交換ある。

· 本人にとってのリハビリ効果を高めるもの、環境やプログラム内容がとても影響している。

· 平成14年にデイケアからデイナイトケアに移って、青風荘のためデイナイトケアのプログラムを行ってきた。

· 良い面と悪い面の相互関係はある。

· 力配分が出来ない、今でもそうなのにデイケアでやっていけるのか。

· 環境を上手く利用できる事とスタッフのサポートが必要。

· デイケアのプログラム全部に入るのではなく、より効果的なプログラムに入るスタッフ検討は必要。

· ｢疲れる｣という本人も受け止める。

· 過去は病状悪化があったが、今の本人の経過や状態は違うと思う。

· 柔軟性と継続できていく事。

· 将来的にはどうなっていくのか、本人の気づきとスタッフサポートがなければこのままである。

· 目先の問題と将来、本人も何をしていいのかわからないと話す。

· 自身の身辺を守れても、将来には逃げの姿勢。

· 良くも悪くも自身を知っている本人。

· 生育環境の中で、短絡的に考える生活をしてしまった。

· 状況にぶつかり、意外と出来る面は評価したい。

· 今までは、枠にスタッフがあてはめてしまった。その点でもプログラムに彼を合わせてしまった。

· 彼へのフィードバックとスタッフアドバイスが必要。

· デイのメンバーは仕事をしている、本人も直ぐに仕事とインプットしてしまう。

· デイのプログラムではどんなものが効果的か。

· 現在の10時間の時間を力の入れ具合もアドバイスが必要。

· 枠にあてはめず、本人の希望は柔軟に。本人の反応を見る時間は長めにとる。

· 彼がデイケアプログラムに参加すると、一部のデイナイトメンバーも反応する事もある。そのメンバーに対しては、スタッフが十分な介入が必要。

· 枠にあてはめて来た精神科の歴史を自分達が変えていくことが必要、ケースを通して考える。

· 新聞やニュースにも関心が持てる働きかけも実施している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

これらの意見から、担当スタッフは本人ともう一度話し合い、後日情報提供とする。

